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 令和３年１１月、北海道教育委員会から、北海道の公立学校における調査結果の概要として 
「令和３年度全国学力・学習状況調査 北海道版結果報告書」が公表された。苫前町教育委員

会では、この調査結果を受けて苫前町の学力・学習状況を把握し、各学校における指導の工

夫改善に生かすために、調査結果の概要をまとめたものである。 

 

◆ 令和３年度全国学力・学習状況調査の概要 

１ 調査の目的 

  ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習状況を把握

・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○ 以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査の対象とする児童生徒 

  ○ 小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部第６学年の児童 

  ○ 中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部第３学年の

生徒 
 

３ 調査の内容 

① 教科に関する調査（国語、算数・数学） 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力等 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 
・児童生徒に対する調査 
・学校に対する調査 

   

４ 調査の方式 

悉皆調査 

 

５ 調査期日 

   令和３年５月２７日（木）        
  
６ 調査実施した学校・児童生徒数 

  【調査対象校】 北海道（公立）                                         

区 分   対象学校数（校）    実施学校数（実施率)   児童生徒数（人）  

 

 

 

小学校   ９８１ ９７２（９９．１％） ３６,４５６ 

中学校 ５７６ ５６７（９８．４％） ３４,７００ 

合 計 １,５５７ １,５３９（９８．８％） ７１,１５６ 

                                     
  



- 2 -

■ 苫前町の全国学力調査結果の概要 

１ 児童生徒の学力状況の概要 

   【 小学校 】 

区 分 

 

国 語 

正答率（％） 

算 数 

正答率（％） 

全 国 ６４ ７０ 

北海道 ６３ ６７ 

苫前町 ６１ ７１ 

 

（１） 国語に関する問題 
 ＊ 全道平均を２ポイント下回っている。(全国平均を３ポイント下回っている) 
○ 特に平均正答率が高いものは、 
設問１－一「目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えることができ

るかどうか」(81.8％)、 

設問２－二「思考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使うことができるかどう

か」（86.4％）、 

などの問題である。 

    ● 課題が見られるものは、 
設問２－三「目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けることができるか

どうか」(27.3%)、 
設問２－四「目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができるかどう

か」(22.7%)、 

などの問題である。文章や図から必要な情報を見付けたり、図から見付けた情報を言葉に表 
したりすることができていないと考えられる。また、文章全体の内容を正確に把握した上 

で、必要な情報を見付けることもできていないと考えられる。 

□ 今後は、 

   ① 図表やグラフなどを含んだ文章を読む際に、文章中に用いられている図表などが、文

章のどの部分と結び付くのかを明らかにした上で、文章と図表などの関係を捉えて読む

ことができるようにすることが大切である。さらに、図表からも必要な情報を見付けた

り、見付けた情報を言葉に表したりすることが必要である。 
② 同じ文章を要約する目的によって内容の中心となる語や文は異なる場合がある。文章

を要約するためには、目的に応じて文章全体から必要な部分を選び、内容を端的に説明

することできるようにすることが大切である。 
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（２） 算数に関する問題 
     ＊ 全道平均を４ポイント上回っている。(全国平均を１ポイント上回っている) 
    ○ 特に平均正答率が高いものは、 

設問１－(2)「速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察することが

できるかどうか」(100.0％)、 

設問１－(4)「条件に合う時刻を求めることができるかどうか」(81.8％)、 

設問１－(5)「速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができるかどうか」(81.8

％)、 

設問３－(1)「棒グラフから、数量を読み取ることができるかどうか」（100.0％）、 

設問３－(2)「棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるかどうか」(95.5％)、 

設問３－(3)「データを二次元の表に分類整理することができるかどうか」(81.8％)、 

設問４－(1)「示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することができ

るかどうか」(81.8％)、 

などの問題である。  

    ● 課題が見られるものはなし。 
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【中学校】 

区 分 

 

国 語 

正答率（％） 

数 学 

正答率（％） 

全 国 ６５ ６０ 

北海道 ６５ ５８ 

苫前町 ６８ ６８ 

 

(１)  国語に関する問題 

＊ 全道平均より、３ポイント上回っている。（全国平均を３ポイント上回っている） 

○ 特に正答率（80％以上）が高いものは、 

設問１二「【話し合いの一部】における青空中学校の山下さんの発言 1 について説明したものとし

て最も適切なものを選ぶ」（100.0％） 

設問２二「山田さんが書いた【意見文の下書き】の構成にはどのような工夫があか。複数の段落に

着目して考えを書く。」（88.3％） 

設問４一①「漢字を読む（伸ばして）」（100.0％） 

設問４二「青木さんは【二回目のメールの下書き】に事前に確かめておきたいこととして、＜確認

事項＞について書こうとしている。あなたならどのように書く。」（83.3％） 

などの問題である。 

 ● 課題（30％以下）が見られるものは、 

 設問２一「山田さんは、【意見文の下書き】を読み返して、ＡとＢのように直した。その意見とし

て最も適切なものを選ぶ。」(25.0％) 

 設問３四「【紹介】に「様々に評価する」とあるが、【文章の一部】では、「吾輩」は「黒」をど

のように評価し、どのような接し方をしているか。また、そのような「吾輩」の接し方をどう

思うか条件にしたがって書く。」(16.7％) 

 などの問題である。 

 □ 今後は、 

  ① 読み手の立場に立って文章を整える 

    目的や意図に応じて、読みやすく分かりやすい文章にするにためには、読み手の立場に

立って文章を整えるように指導する必要がある。例えば、自分が書いた文章を説明や具体

例、描写などに着目して見直し、これらの表現が、自分の考えを明確に伝えるために機能

しているなどについて検討し、効率的な表現にしていくよう指導することが重要である。 

 ② 文学的な文章を読むに当たっては、幅広く文学作品に目を向け、新たなものの見方や考

え方を発見したり、様々な視点から物事について考えられるようになったりすることも必

要である。生徒にとってはなじみの薄い一見難解な文章であっても、表現や背景に着目し

て豊かに読み味わわせる経験をさせることが重要である。 
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 (２)  数学 に関する問題 

  ＊ 全道平均より、１０ポイント上回っている。（全国平均を８ポイント上回ってい 

る） 

○ 正答率の高いものは、 

設問１「（５ｘ－６ｙ）－（３ｘ－２ｙ）を計算する。」（91.7％） 

設問７（１）「与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる。」
（100.0％） 

設問８(1)「気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を書く」（100.0％） 

などの問題である。 

● 課題（25％以下）が見られるものは、 

設問６(3)「四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの数の和がどの位置にある２つの数の

和の２倍であるかを説明する。」（8.3％） 

設問 7(2)「与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるために必要な砂の重さを求める方法を    

説明する。」（25.0％） 

 設問 8(3)「「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と 

主張できる理由を、グラフの特徴を基に説明する。」（0.0％） 

 などの問題である。 

□ 今後は、 

  ① 数の性質について成り立つ事柄を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明でき

るように指導することが大切である。本設問を使って授業を行う際には、「四角で囲んだ

４つの数の和は、左上の数と右下の数の和の２倍である。」のように事柄の特徴を数学的

に説明できるようにすることが重要である。 

② 実験で得られたデータを理想化したり単純化したりして、その特徴を的確に捉えること

ができるように指導することが大切である。日常的な事象における伴って変わる二つの数

量について実験で得られたデータを座標平面や表に表し、それらの持つ性質を利用してそ

の関係を見いだす活動を取り入れることが重要である。 

③ 日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決することが

できるように指導することが大切である。その際、問題を解決するために計画を立て、必

要なデータを収集して処理し、データの傾向を捉え、その結果を基に批判的に考察し判断

するという一連の活動を充実することが重要である。 
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２ 児童生徒の学習状況の概要 

  〔学習状況調査結果の傾向〕 

 質問紙調査は、子どもたちの生活習慣や学習環境等についての質問で構成されており、 

学習意欲、学習環境、生活の諸側面等に関する調査内容となっている。 

  本調査において、「している」「どちらといえば、している」など肯定的に解答した児童

生徒が８０％を超えたものを高い傾向、６０％未満を低い傾向として分類した。 

 ◆ 苫前町の児童生徒が高い傾向（８０％以上）を示した質問事項 

    ○  小学校、中学校共通   

＊ 朝食を毎日食べている。 
＊ 毎日、同じくらいの時刻に起きている。 
＊ 毎日、同じくらいの時刻に起きている。 
＊ 人が困っているときは、進んで助けている。 
＊ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。 
＊ 人の役に立つ人間になりたいと思う。 
＊ 友達と協力するのは楽しいと思う。 
＊ 今住んでいる地域の行事に参加している。 
＊ 学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う。 
＊ ５年生（中１，２年生）までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動で

は、話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考え（自分と同じと

ころや違うところ）を受け止めて自分の考えをしっかり伝えている。 
＊ ５年生（中１，２年生）までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分

の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している。 
＊ 友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができている。 
＊ 学級の友達との間で話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができている。 
＊ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発

表するなどの学習活動に取り組んでいる。 
＊ 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に

取り組んでいる。 
＊ 国語の勉強は大切だと思う。 
＊ 国語の授業の内容はよく分かる。 
＊ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 
＊ 国語の授業では、言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしてい

る。 
＊ 算数・数学の勉強は大切だと思う。 
＊ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 
＊ 算数・数学の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしている。 
＊ 算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている。 
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○  小学校のみ 

＊ 将来の夢や目標を持っている。 
＊ 学校に行くのは楽しいと思う。 
＊ 家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含む）。 
＊ ５年生までに受けた授業は、自分に合った考え方、教材、学習時間などになってい

る。 
＊ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めている。 
＊ ５年生までに受けた英語の授業では、英語で自分自身の考えや気持ちを伝え合うこと

ができている。 
 

       ○  中学校のみ 

＊ 自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしている。 
＊ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。 
＊ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う。 
＊ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 
＊ １、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組んでいた。 
＊ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができている。 
＊ 学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを

生かして解決方法を決めている。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり必要に応じて質問したりして

いる。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えが伝わるように根拠を明確にして書いた

り表現を工夫して書いたりしている。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて文章を読み、内容を解釈して自分の考えを広げたり深

めたりしている。 
＊ 数学の勉強は好きだ。 
＊ 数学の授業の内容はよく分かる。 
＊ 解答時間は十分だった。（国語、数学ともに） 
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◆ 苫前町の児童生徒が低い傾向（６０％未満）を示した質問事項 

    ○  小学校・中学校共通   

＊ 算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える。 
＊ これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会がある（地域の人や外国にいる人と英

語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホームページを見る、英会

話教室に通うなど）。 
＊ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、勉強について不

安を感じた。 
＊ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を

続けることができた。 
＊ 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、規則正しい生活

を送っていた。 
  

○  小学校のみ 

  ＊ 自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができる。 
＊ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う。 

 ＊ 新聞は読んでいる。 
＊ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり必要に応じて質問したりして

いる。 
＊ 算数の勉強は好き。 
＊ 解答時間は十分だった（国語）。 

   

 ○  中学校のみ 

＊ 英語の勉強は好きだ。 

   ＊ １、２年生のときに受けた英語の授業では、英語で話したり書いたりして、自分自身

の考えや気持ちを伝え合うことができていた。 
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◆ 苫前町の児童生徒が全道より高い傾向（５ポイント以上～２０ポイント未満）を    

示した質問事項 

       ○  小学校・中学校共通 

＊ 朝食を毎日食べている。 
＊ 国語の勉強は大切だと思う。 
＊ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 

○  小学校のみ 

＊ 人が困っているときは、進んで助けている。 
＊ 友達と協力するのは楽しいと思う。 
＊ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 
＊ ５年生までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動では、話し合う内容を

理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考え（自分と同じところや違うところ）

を受け止めて自分の考えをしっかり伝えている。 
＊ ５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝

わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表している。 
＊ ５年生までに受けた授業は、自分に合った考え方、教材、学習時間などになってい

る。 
＊ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めている。 
＊ 道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に

取り組んでいる。 
＊ 国語の勉強は好き。 
＊ 国語の授業では、言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしてい

る。 
＊ 算数の勉強は大切だと思う。 
＊ 英語の勉強は好き。 
＊ ５年生までに受けた英語の授業では、英語で自分自身の考えや気持ちを伝え合うこと

ができている。 

      ○  中学校のみ 

＊ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている、起きている。 
＊  人の役に立つ人間になりたいと思う。 
＊ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う。 
＊ １、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組んでいた。 
＊ １、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分

の考えをまとめたり、思いや考えをもとに新しいものを作り出したりする活動を行って

いた。 
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＊ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができている。 
＊ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発

表するなどの学習活動に取り組んでいる。 
＊ 学級活動における学級での話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて 

取り組んでいる。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えが伝わるように根拠を明確にして書いた

り表現を工夫して書いたりしている。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて文章を読み、内容を解釈して自分の考えを広げたり深

めたりしている。 
＊ 数学の授業の内容はよく分かる。 
＊ 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。 

   ＊ 数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えている。 

＊ 数学の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしている。 
＊ 数学の授業で問題の解き方や考えが分かるようにノートに書いている。 
＊ これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使う機会が十分にあ

った。 

＊ 新型コロナウィルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、規則正しい生活

を送っていた。 

＊ 解答時間は十分だった。（国語） 
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◆ 苫前町の児童生徒が全道より２０ポイント以上高い傾向を示した質問事項 
 ○  小学校・中学校共通 

＊ 新聞は読んでいる。 
 ＊ 今住んでいる地域の行事に参加している。 

 

       ○  小学校のみ 

＊ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発

表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

     

○  中学校のみ 

＊ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。 
＊ 今住んでいる地域の行事に参加している。 
＊ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 
＊ 1，2 年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま

く伝わるよう、資料や文章、話の組立などを工夫して発表していた。 
＊ 学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを

生かして解決方法を決めている。 
＊ 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり必要に応じて質問したりして

いる。 
＊ 数学の勉強は好きだ。 
＊ 数学の勉強は大切だと思う。 

 

◆ 苫前町の児童生徒が全道より２０ポイント以上低い傾向を示した質問事項 

○  小学校・中学校共通はなし 
   

○  小学校のみ 

＊ 解答時間は十分だった（国語）。 

 

○  中学校のみ     

＊ あなたは家でどのくらい日本語を話しているか。 
＊ 新型コロナウィルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、勉強について不

安を感じた。 
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〔 児童生徒質問紙から読み取れる傾向 その 1〕        （四捨五入で記載％） 

質  問  事  項 
小学校 小学校 中学校 中学校 
本町 全道 本町 全道 

 携帯電話・スマートフォンやコ
ンピュータの使い方について、家
の人と約束したことを守っていま
すか。 

きちんと守っている ３２ ３８ ５０ ３１ 

だいたい守っている ４１ ３３ ０ ３６ 

あまり守っていない ５ ４ ８ ６ 

守っていない ０ １ ０ ２ 

約束はない １８ １２ ４２ ２０ 

持っていない ４ １２ ０ ４ 

 普段（月曜日から金曜日）、１
日当たりどれくらいの時間、テレ
ビゲーム（コンピュータゲーム、
携帯式のゲーム、携帯電話やスマ
ートフォンを使ったゲームも含
む）をしますか。 

４時間以上 ３６ ２０ １７ ２２ 

３～４時間 １４ １５ ０ １８ 

２～３時間 ５ ２１ １７ ２５ 

１～２時間 ４１ ２６ ８ ２０ 

１時間未満 ０ １３ ４２ １０ 

全くしない ４ ５ １７ ６ 

 学校の授業時間以外に、普段（月

から金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、勉強をしますか（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先

生に教わっている時間、インターネ

ットを活用して学ぶ時間も含む）。 

３時間以上 ９ ６ ０ １１ 

２～３時間 ５ １３ ８ ２７ 

１～２時間 ５５ ４０ ５０ ３４ 
30 分～1 時間 ２７ ２８ ８ １６ 
30 分未満  ４ １１ ８ ８ 
全くしない ０ ２ ２５ ２４ 

 土曜日や日曜日など学校が休み
の日に、１日当たりどれくらいの
時間、勉強をしますか(学習塾で勉
強している時間や家庭教師の先生
に教わっている時間、インターネ
ットを活用して学ぶ時間も含む。 

４時間以上 １４ ４ ０ １０ 
３～４時間 ０ ６ ８ １５ 
２～３時間 ２７ １４ ０ ２５ 
１～２時間 ５０ ３７ ５０ ２６ 
１時間未満 ９ ３１ １７ １６ 
全くしない ０ ８ ２５ ８ 

 学習塾の先生や家庭教師の先生
に教わっていますか（インターネ
ットを通じて教わっている場合も
含む）。 

教わっていない ９１ ６３ ７５ ４７ 
難しい内容を教わっている ０ １７ １７ １３ 
分からなかった内容を教わっている ０ ５ ８ １０ 
上記両方の内容を教わっている ５ ７ ０ ２４ 
上記両方の内容のどちらともいえない ４ ８ ０ ５ 
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 学校の授業時間以外に、普段
（月曜日から金曜日）、1 日当たり
どれくらいの時間、読書をします
か（教科書や参考書、漫画や雑誌
は除く）。 

２時間以上 １４ ７ ８ ６ 

１～２時間 ９ １０ ８ ９ 
3０分～1 時間 ２７ １８ ０ １４ 
10 分～30 分 ２７ ２２ ４２ ２０ 
10 分未満 １４ １５ ８ １２ 
全くしない  ９ ２８ ３３ ３４ 

 あなたの家には、およそどれく
らい本がありますか。 

０～１０冊 １３ １２ １７ １３ 
１１～２５冊 １４ １８ ８ １８ 
２６～１００冊 ２３ ３２ ４２ ３１ 
１０１～２００冊 ９ １９ ８ １８ 
２０１～５００冊 ３２ １３ ８ １４ 
５０１冊以上 ９ ６ １７ ６ 

 ５年生（中１，２年生）までに
受けた授業で、コンピュータなど
のＩＣＴ機器をどの程度使用しま
したか。 

ほぼ毎日 ９ １２ ０ ６ 
週１回以上 ５０ ２７ ８ ２１ 
月１回以上 ２７ ３８ ８３ ４２ 
月１回未満 １４ ２３ ８ ３１ 

 あなたの学校で、コンピュータ
などのＩＣＴ機器を、他の友達と
意見を交換したり、調べたりする
ために、どの程度使用しています
か。 

ほぼ毎日 ４１ １５ ０ １０ 
週１回以上 ９ ３１ ５８ ２４ 
月１回以上 ２３ ２８ １７ ３０ 
月１回未満 ２７ ２６ ２５ ３５ 

 普段（月曜日から金曜日）、1 日
当たりどれくらいの時間、スマー
トフォンやコンピュータなどのＩ
ＣＴ機器を、勉強のために使って
いますか。 

３時間以上 ９ ４ ０ ３ 
２～３時間 ５ ４ ８ ５ 
１～２時間 ５ １２ ０ １３ 
３０分～１時間 １８ ２２ １７ ２２ 
３０分未満 ４１ ２９ ２５ ３４ 
全く使っていない ２２ ２０ ５０ １９ 
持っていない ０ ９ ０ ３ 
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〔 児童生徒質問紙から読み取れる傾向 その２〕   

 

 選択項目のうち、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」を合わせたポイントが

全道と比較して、 

５ポイント未満の差・・・「ほぼ同じ」 

５ポイント以上～２０ポイント未満の差・・「高い」又は「低い」 

２０ポイント以上の差・・・「非常に高い」又は「非常に低い」 

で表した。 

 
＜基本的生活習慣等＞ 

  ○ 「朝食を毎日食べていますか」の質問に、「している」「どちらかといえば、している」

と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高かった。 

 
＜挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等＞ 

  ○ 「自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか」の質問に、「当てはま

る」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は

低く、中学生はほぼ同等だった。 
 ○ 「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」の質問に、「当てはまる」「ど

ちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低く、中

学生は非常に高かった。 

 ○ 「人が困っているときは、進んで助けていますか」の質問に、「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高か

った。 

 ○ 「自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか」の質

問に、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全

道と比べ小学生は低く、中学生はほぼ同程度だった。 

 ○ 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」の質問に、「当てはまる」

「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低

く、中学生は高かった。 

 ○ 「友達と協力するのは楽しいと思いますか」の質問に、「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高く、中学生はほぼ同

程度だった。 
 

＜学習習慣、学習環境等＞ 

 ○ 「新聞を読んでいますか」の質問に、「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んで

いる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に非常に高かった。 
 

＜地域や社会に関わる活動の状況等＞   
○ 「今住んでいる地域の行事に参加していますか」の質問に「当てはまる」「どちらかとい

えば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に非常に高

かった。 
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 ○ 「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」の質問に「当

てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ

小学生は高く、中学生は非常に高かった。 

 
＜主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況＞   
 ○ 「５年生（中１，２年生）までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動では、

話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考え（自分と同じところや違

うところ）を受け止めて自分の考えをしっかり伝えていましたか」の質問に「伝えていた」

「どちらかといえば、伝えていた」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高

く、中学生はほぼ同程度だった。 

 ○ 「５年生（中１，２年生）までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の

考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか」

の質問に「発表していた」「どちらかといえば、発表していた」と解答した児童生徒の割合

は、全道と比べ小学生は高く、中学生は非常に高かった。 

 ○ 「５年生（中１，２年生）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自

分から取り組んでいましたか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」

と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低く、中学生は高かった。 

 ○ 「５年生（中１，２年生）までに受けた授業は、自分に合った考え方、教材、学習時間な

どになっていましたか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答

した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高く、中学生はほぼ同程度だった。 

 ○ 「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ

なげることができていますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」

と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低く、中学生は高かった。 

 

＜総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳＞   
 ○ 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表

するなどの学習活動に取り組んでいますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、

当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は非常に高く、中学生は高

かった。 

 ○ 「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよ

さを生かして解決方法を決めていますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当

てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高かった。 

 ○ 「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取

り組んでいますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した

児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高く、中学生はほぼ同程度だった。 

 

＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語）＞ 
○ 「国語の勉強は好きですか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」

と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高かった。 
○ 「国語の勉強は大切だと思いますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当て

はまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高かった。 
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○ 「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」の質問

に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と

比べ小学生・中学生共に高かった。 
○ 「国語の授業では、言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしています

か」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合

は、全道と比べ小学生は高く、中学生はほぼ同程度だった。 
 

＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学）＞ 
○ 「算数・数学の勉強が好きですか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当ては

まる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低く、中学生は非常に高かった。 
○ 「算数・数学の勉強は大切だと思いますか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に高かった。 
○ 「算数・数学の授業の内容はよく分かりますか」の質問に「当てはまる」「どちらかとい

えば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は低く、中学生は高か

った。 
○ 「算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えますか」の

質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割合は、全

道と比べ小学生は低く、中学生は高かった。 
○ 「算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えま

すか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答した児童生徒の割

合は、全道と比べ小学生は低く、中学生はほぼ同程度だった。 
○ 「算数・数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか」の

質問に「書いている」「どちらかといえば、書いている」と解答した児童生徒の割合は、全

道と比べ小学生は低く、中学生は高かった。 
 

＜学習に対する興味・関心や授業の理解度等（英語）＞ 
○ 「英語の勉強が好きですか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」

と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高く、中学生はほぼ同じだった。 
○ 「５年生（中１，２年生）までに受けた英語の授業では、英語で自分自身の考えや気持ち

を伝え合うことができていましたか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当ては

まる」と解答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生は高く、中学生は低かった。 
○ 「これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会がありましたか（地域の人や外国にいる

人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビやホームページを見る、英

会話教室に通うなど）」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解答

した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に低かった。 

 
＜新型コロナウイルス感染症の影響＞ 

○ 「新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続

けることができましたか」の質問に「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と解

答した児童生徒の割合は、全道と比べ小学生・中学生共に低かった。 
 


